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 要  旨 
昨今，産業界において特許出願に対する強い関心が見られる．特許の目的は発明の専有に留ま
らず，同業者に対する牽制の意味としても出願・取得されており，特許の出願及び付随するやり
取りは産業界にとって技術を切磋琢磨する場であるといっても過言ではない．また，特許はすべ
て，事業者が出願に適う価値を認めたうえで出願されている点を特筆すべきである．このことか
ら特許は保証と精度の高い情報であるとみることができ，資料として見るならば価値ある先進技
術を端的に示す． 
ここで，研究を行う者や技術を取り扱う者にとって，先行する関連研究についての調査・先進
基礎技術・産業界などから技術分野に対する意識などいった動向の把握は非常に重要な課題であ
る．しかしながら，日夜発表される論文や学会誌は多岐に渡るため，その全てを網羅して把握す
るということは容易とは言いがたい．その調査のために，技術分野の系統図と全体像を端的にわ
かりやすくクラスタリングできる技術があれば，一定の需要を見込むことができるものと考えら
れる． 
技術系統の全体像を把握するための材料として特許書類を取り扱うことを考えると，特許書類
のクラスタリングとしては国際特許分類による手動分類が既になされている．しかし，発明や技
術にとって先行研究との関係性は非常に重要であるが，国際特許分類は特許書類の系統的な関係
には触れていない．また，特許や発明は時間と共にクラスタが変動していくものと考えられるが，
国際特許分類は固定された分類であるため，その変化にも対応していない． 
そこで本論文では，特許書類の先行研究への関係として文中の特許書類参照記述に着目し，そ
れをリンク構造と解釈することで特許書類の系統図を取得する．また，それを国際特許分類のク
ラスタと比較することにより，提案手法の正当性と国際特許分類の問題点を提示する． 
以上の方針に基づいて実験を行い，一見して無関係な特許書類同士の関係を含む，特許書類の
関係性に基づいた系統図を得た．また，提案手法によるクラスタが正当であることを確かめ，国
際特許分類における問題視すべき箇所を発見，考察した． 
 
